
土曜日・日曜日に利用できるようになりました

い
つ
ま
で
も

選挙特集…６　まちの話題…10

65歳以上の町内在住の皆さん、「みまたん元気の湯」（「元気の杜
もり
」内）が

表
彰
は

み
ん
な
の
努
力
の

一
つ
の
カ
タ
チ
。

―札幌ハムプロジェクト 日本縦断興行2014―
ワゴン一台に、舞台セット、音響、照明、役者を全部詰め込んで、
日本各地へ『ヘンテコ芝居』を届けるという、旅回り企画

サンタめん

奇なり怪なり、不思議なり

寄
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
観
て
ら
っ
し
ゃ
い

脚本・演出／すがの公

■日時／８月28日[木]　午後7時00分開演（開場は30分前）
■会場／Ｍ★うぃんぐ（ＪＲ三股駅内多目的ホール・
　　　　〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山4425）
■料金／一律…1,500円（当日同料金）
　　　　３人チケット…3,000円（３枚ご購入の方は１枚が無料になります）
　　　　※全席自由　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）
　　　　※未就学児入場不可　　　　　
■出演／天野ジロ、木山正太、彦素由幸、傍嶋史紀（以上、札幌ハムプロジェクト）

一度観ておけば孫の代まで語り草。

ことしで第２回目を迎えた「みまたモノづくりフェア2014」。
大勢の観客でにぎわった３日間の様子を紹介します。

つくりびとのカタチ
みまたモノづくりフェア2014

……２

……４

管
弦
楽
人

+

プ
ラ
スinnovation―新しき音を

求めて―

静にして、動
大胆にして、精緻
厳かにして、奔放に

■日時／10月3日[金] 午後７時30分開演（開場は30分前）
■料金／一般…2,000円（当日同料金）・大学生以下…1,000円（当日同料金）・ペ ア…3,000円（前売のみ）

未就学児…無料（親子室を利用できます）
※全席自由　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）

■出演／�温故知新：石井秀弦（津軽三味線）、上之園謙治（ドラムス・パーカッション）
�管弦楽人：坂田梁山（尺八）、坂田美子（薩摩琵琶）、稲葉美和（箏）、加藤武雄（キーボード・アレンジ）

■プログラム／オリジナル、スタンダードからお届けします 
■会場／三股町立文化会館（〒889-1901　宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）

お
ん
こ
ち
し
ん

限定
30席

■日時／11月11日［火］ 午後7時00分開演（開場は開演の30分前）
■料金／一般…3,500円（当日4,000円）

大学生以下…2,000円（当日2,500円）※入場の際「学生証の提示」が必要です
ペア…6,000円（前売のみ）　３人チケット…8,500円（組数限定・前売のみ）
※全席指定　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）
※未就学児入場不可

■出演／大沢健、大和田美帆、谷川昭一朗、土屋良太／宇梶剛士、渡辺えり　ほか

■会場／三股町立文化会館（〒889-1901　宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）

８月24日［日］
午前９時30分
発売開始

全席
指定

★�『電話予約』『ＷＥＢ予約』でも承りますが、
　座席をお選びいただくことはできません
★�座席を直接お選びになりたい方は、
　『文化会館チケットカウンター』で�ご購入ください
　（ 月曜休館［祝日の場合は火曜］・ ９時～17時［夜間に催事がある場合はこの限りではありません］）

■
発

行
・

編
集

：
三

股
町

 地
域

政
策

室
TEL：

0986（
52）1111

　
FA

X
：
0986（

52）4944
〒

8
8

9︲19
9

5
 宮

崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

１︲１

三股町立文化会館自主文化事業
●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/ ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。

8 花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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６
月
13
～
15
日
、
み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会（
山
下
盛
親
実
行
委
員
長
、８
人
）は
、町
武

道
体
育
館
で
、「
み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
１

４
～
つ
く
り
び
と
の
カ
タ
チ
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
工
芸
品
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
本
町
商
工
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

町
内
９
店
を
含
む
40
店
が
九
州
各
地
か
ら
参
加
。

陶
芸
、藍
染
め
、木
工
家
具
、ガ
ラ
ス
、革
製
品
な
ど

の
工
芸
品
の
展
示・販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た「
み
ま
た
う
ま
い
も
ん
コ
ー
ナ
ー
」と
し
て
、

町
商
工
会
所
属
の
５
店
舗
が
、飲
食
物
を
販
売
し
、同

フ
ェ
ア
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

期
間
中
、約
１
万
３
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た

同
会
場
。さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
品
を
目
の
当
た
り
に
し

た
来
場
者
は
、卓
越
し
た
職
人
の
技
術
に
感
嘆
の
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
期
間
中
、会
場
周
辺
で
は
、「
み
ま
た
う
た

合
戦
」（
町
商
工
会
主
催・14
日・三
股
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
）な
ど
の
催
し
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ことしで第２回目を迎えた「みまたモノづくりフェア2014」。
大勢の観客でにぎわった３日間の様子を紹介します。

つくりびとの
カタチ

みまたモノづくりフェア2014

工房 ウッズマン（福岡県）柳川た福（福岡県）岩元 陶房（鹿児島県）岩佐工芸（宮崎県）
Takako-Jewelry&Life design shop-

（宮崎県）Long Beach Company（宮崎県）陶工房こころ（三股町）宮陶（三股町）

平尾台 英窯（福岡県）ガラス工房 カリヒロ（熊本県）七然窯（鹿児島県）ギャラリー伊羅保（宮崎県）のさり人形 佐藤工房（宮崎県）生楽陶苑/tint-s（三股町）

工房 しろ（福岡県）子の日窯（佐賀県）霧工房（鹿児島県）かすが家具巧藝（宮崎県）手作り屋 遊・縫工房 Fuu（宮崎県）WOOD GARDEN（三股町）松﨑刃物製作所（三股町）むかひ窯（三股町）

美shin＆グレープCat's（福岡県）革工房CRAFT#623（熊本県）アトリエ 葉る菜（宮崎県）黒木クラフト工房（宮崎県）木工芸 ひらかわ（宮崎県）

花こみち（福岡県）

ANEMONEのさり人形 佐藤工房

梵良窯（佐賀県）工房 まるたんぼう（鹿児島県）木屋工房（宮崎県）中村木芸社（宮崎県）木のおもちゃ けいかお（三股町）三股焼 紫麓窯（三股町）

九州各地から40店が
参加しました

３日間で
約１万３千人が訪れました

来場者も
「モノづくり」を体験

「みまたうまいもんコーナー」も
連日大盛況

宮崎牛丼
（㈱中村食肉）

猪汁
（手作り屋）

アイスコーヒー
（備長炭焙煎 中村珈琲）

挽茶物語ICE
（銘茶三昧 お茶のさかもと）

チキン南蛮カレー
（カリー専門店トプカ

 あいもこいもかふぇ）

みまたモノづくりフェア実行委員会
実行委員長
山下 盛親 さん（61）

（梶山在住）

「モノづくり」をする人
が集まるまち「三股」で、
工芸家みんなで集まり何
かをすることで、新しい
波をこのまちに起こせた
らという思いから始まっ
たイベントです。九州内
の工芸家同士、または新
たなお客さまとの触れ合
いなどを通して、作り手
の創作活動の幅を広げた
り、まちに新たな活気を
生み出すことにつながれ
ばと期待します。

新しい波をこのまちに起こしたい

LEVEL INDIGO（三股町）

杜の舟（福岡県）流craft（熊本県）ANEMONE（宮崎県）芝工芸（宮崎県）木工房 れえるやあれ（宮崎県）

みまた
うまいもんコーナー

広報みまた 2014.83



●「みまたん元気の湯」の利用方法は次の通りです●

至都城

JR
三股
駅

① 「元気の杜」の北口から入
ります。

② 受け付けにある受付簿に、
「氏名」「連絡先電話番号」
などをご記入ください。

③ 受け付けで、利用料金を
支払います。１人200円
です。

マッサージ器や血圧計などを
無料で利用できます

お風呂には「洗い場」が五つ、
「立って使うシャワー」が
一つあります

④ 受け付け終了後、お風呂
にお入りください。

利
用
者
に
感
想
を
聴
き
ま
し
た

　

�「
タ
オ
ル
」「
せ
っ
け
ん
・
シ
ャ
ン

プ
ー
」な
ど
は
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
受
け
付
け
に
て
各
１
５
０
円

で
販
売
も
し
て
い
ま
す（
価
格
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

利
用
案
内

■�

施
設
名
＝
み
ま
た
ん
元
気
の
湯
︵
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
﹁
元
気
の
杜
﹂
内
︶

■�

住
所
＝
〒
８
８
９
－
１
９
０
１　

北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
３
３
８
４
番
地
２

■�

営
業
日
＝
土
曜
日
・
日
曜
日
︵
65
歳
以
上
の
町
内
在
住

者
の
利
用
日
︶

　

※�

祝
日
、
年
末
年
始
や
館
内
一
斉
消
毒
日
な
ど
の
際
は

休
館
と
な
り
ま
す
。

■
営
業
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■�

対
象
者
＝
自
力
で
入
浴
が
で
き
る
65
歳
以
上
の
町
内

在
住
者

　

※�

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
利
用
料
金
＝
１
人
２
０
０
円

■
そ
の
他
＝

　

① 

お
風
呂
に
サ
ウ
ナ
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
タ
オ
ル
︑
せ
っ

け
ん
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
︒
な

お
販
売
も
あ
り
ま
す
︒

　

② 

休
憩
室
︑
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
の
健
康
器
具
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品
の
利
用
は
無
料
で
す
︒

　

③ 

休
憩
室
は
飲
食
可
能
で
す
︒
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
す
が
︑
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
持
ち
込
み
︑
飲
酒

や
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
︒
な
お
館
内
に
お
い
て
︑
弁

当
な
ど
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
飲
み
物
の
自
動

販
売
機
は
あ
り
ま
す
︒

　

④ 

団
体
で
の
利
用
時
は
︑
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
︒

■
泉
質
＝
ナ
ト
リ
ウ
ム
︱
炭
酸
水
素
塩
泉

■�

効
能
＝
疲
労
回
復
︑
神
経
痛
︑
筋
肉
痛
︑
関
節
痛
︑
冷

え
症
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
52
－
１
２
４
６
、
57
－
８
５
５
５

65
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
皆
さ
ん
、

館内施設を紹介します

「みまたん元気の湯」
三股町総合福祉センター

「 元気の杜
もり

」内

三股小学校

三股郵便局

JA都城
三股支所

宮崎銀行
三股支店

至都城

至宮崎

三股町物産館
よかもんや

三股町
体育館

三股町役場

三股町
武道体育館

三股町総合文化施設

「くいまーる」
バス停
「文化会館前」

施
設
内
が
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る
点
が
い
い

で
す
ね
。ま
だ
利
用
者
が
少
な
い
の
で
、も
っ
と

多
く
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
風
呂
で
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

毎
週
、
土
日
に
利
用
し
て
い
ま
す
。お
湯
の
肌

触
り
が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
気
持
ち
い
い
で
す
。マ

ッ
サ
ー
ジ
器
の
利
用
が
無
料
な
の
も
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。毎
日
で
も
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

休憩室をご利用ください

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
元
気
の
杜
」
内
の「
み
ま
た
ん
元
気
の

湯
」の
利
用
に
つ
い
て
、以
前
は「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
対
象
者
に
限
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
４
月
か
ら
、
土
曜

日
・
日
曜
日
に
限
り
、
対
象
者
を「
65
歳
以
上
の
町
内
在
住
者
」
に

広
げ
て
い
ま
す
。ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
み
ま
た
ん
元
気
の
湯
」（「
元
気
の
杜も

り

」内
）が

土
曜
日・日
曜
日
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

グラウンドゴルフ用具も無料で利用できます

谷
口�
政
則
さ
ん（
65
）【
東
原
】

上
沖�

ハ
ル
子
さ
ん（
75
）【
谷
】

※
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
い
ま
ー
る
」

を
ご
利
用
の
場
合
は
、
バ
ス
停
「
文
化

会
館
前
」
で
ご
降
車
く
だ
さ
い
。「
元
気

の
杜
」
は
、
町
総
合
文
化
施
設
の
西
隣

の
建
物
と
な
り
ま
す
。
バ
ス
停
か
ら
の

距
離
は
約
３
０
０
㍍
で
す
。
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●
選
挙
の
概
要

選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合
は
︑
お
お
む
ね
次

の
通
り
と
な
り
ま
す
︒

■
投
票
時
間
＝

午
前
７
時
～
午
後
６
時

■
投
票
会
場
＝
表
２
参
照

■
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
＝

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

︵
選
挙
期
日
ま
で
に
20
歳
の
誕
生
日
を
過

ぎ
て
お
り
︑
３
カ
月
以
上
︑
三
股
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
︶︒

■
投
票
所
入
場
券
＝

投
票
所
へ
の
入
場
券
は
︑
通
常
︑
公
示

日︵
告
示
日
︶
に
発
送
し
て
い
ま
す
︒

１
枚
の
封
書
に
６
人
分
ま
で
連
記
し
て

い
ま
す
︒１
人
分
ず
つ
切
り
離
し
て
必
ず
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い︵
有
権
者
が
６
人

以
上
の
場
合
は
︑複
数
枚
の
封
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
︶︒

紛
失
し
た
場
合
で
も
︑
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
︒投

票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
︒

●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
︑
仕
事
や
余
暇
活
動
な
ど
で

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
︑
前

も
っ
て
投
票
す
る
こ
と
の
で
き
る
期
日
前
投

票
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

■
期
日
前
投
票
期
間
＝

公
示
日︵
告
示
日
︶
の
翌
日
～
投
票
日
前

日
ま
で

■
期
日
前
投
票
時
間
＝

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■
期
日
前
投
票
場
所
＝
三
股
町
役
場

●
不
在
者
投
票

　

期
日
前
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

で
︑
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
事

前
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
︒

① 

三
股
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
が
、
長
期
出
張
や
出
産
な
ど
で
町
外

に
滞
在
し
て
い
る
場
合

・ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
交

付
を
請
求
し
︑
交
付
を
受
け
て
か
ら
最

寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し
ま

す
︒

②
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
な
ど
の
施
設
に
入
院
、
入
所
し
て
い

る
場
合

・�

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
可
能
で
す
︒

病
院
な
ど
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
︒

③
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
（
公
職
選
挙
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
一
定
の
障
害
に
該
当
す

る
人
）・
要
介
護
５
の
人

・�

郵
便
等
投
票
﹁
自
宅
で
で
き
る
投
票
制

度
﹂
が
利
用
で
き
ま
す
︒

※
不
在
者
投
票
の
手
続
き
に
は
、
日
数
が
必

要
で
す
。
お
早
め
に
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動

選
挙
運
動
期
間
に
お
け
る
候
補
者
に
つ
い

て
の
情
報
の
充
実
︑
有
権
者
の
政
治
参
加
の

促
進
な
ど
を
目
的
に
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
選
挙
運
動
が
解

禁
さ
れ
て
い
ま
す
︒

候
補
者
や
政
党
は
選
挙
期
間
中
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
を
更
新
し
た
り
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ

︵
※
︶
を
利
用
し
て
投
票
を
呼
び
掛
け
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

な
お
今
ま
で
通
り
の
規
制︵
選
挙
運
動
期

間
︑
未
成
年
者
の
選
挙
運
動
の
禁
止
な
ど
︶

大切な一票
忘れずに投票を

神
かぐら
楽めいすいくん

（ご当地めいすいくん） ※第11投票区は、９月予定の町長選挙より、投票所が従来の「今市児童館」から変更になります。

選挙は、私たちにとって、
これからの未来を任せる人を選ぶという重要な意義を持っています。
しかし、近年、三股町では投票率が低く（表１参照）、
特に若い世代における投票率の低さが課題となっています。
本年度は町長選挙、県知事選挙が予定されています。
また来年４月には統一地方選挙が行われます。
一人一人が主権者であるという自覚を持ち、
価値ある一票を投じましょう。

選挙特集

選　挙　名 投 票 率
平成22年町長選挙 54.06％
平成22年県知事選挙 35.48％
平成23年町議会議員選挙 51.57％
平成24年衆議院議員選挙 51.42％
平成25年参議院議員選挙 49.55％

表１ 近年の投票率

表２ 投票会場一覧
投 票 区 対 象 地 区 投 票 会 場

第１投票区 山王原、仲町 第 １ 地 区 分 館
第２投票区 上米、中米、櫟田、谷 第２地区交流プラザ
第３投票区 小鷺巣、寺柱、大鷺巣、高畑 第 ３ 地 区 分 館
第４投票区 田上、梶山 第 ４ 地 区 分 館
第５投票区 轟木、仮屋、大野、大八重 第 ５ 地 区 分 館
第６投票区 勝岡、前目、餅原、三原 第 ６ 地 区 分 館
第７投票区 上新馬場、下新馬場 第 ７ 地 区 分 館
第８投票区 東原、稗田 第 ８ 地 区 分 館
第９投票区 東植木、西植木 第 ９ 地 区 分 館
第１０投票区 蓼池 蓼 池 児 童 館
第１１投票区 今市、中原、花見原 三股西小学校体育館

町ではバスの利用促進と投票率向上のため、
また投票所まで移動手段のない有権者のために、

一定期間（投票日前日までの約１週間）
について、バス運賃を無料とします。

※【例】９月14日（日）執行の町長選挙の場合

●無料期間…９月10日(水) 〜 13日(土)
●対象路線…生活支援便全コース
　　　　　　（通学支援便は除く）
●運賃…無料

■問い合わせ
　町コミュニティバス事務所
　（みまたんえき【ＪＲ三股駅】）
　☎52‒0000（ゼロゼロゼロゼロ）

町コミュニティバス

「くいまーる」を
ご利用ください

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
…�S

ocial�N
etw
orking�

Service

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
略
で
、
日
記
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
友
人
、
知
人
や

共
通
の
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
総
称
。代
表
的

な
も
の
に
ミ
ク
シ
ィ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
選
挙
全
般
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
町
総
務
課
行
政
係
内
）

　
　

☎
52
－
１
１
１
１（
内
線
２
８
４
）

　

町
公
式
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

http://w
w
w
.tow
n.m
im
ata.lg.jp/

明るい選挙キャラクター
せんきょのめいすいくん

明るい三股町の未来は選挙から！
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

祝吉中生徒による職場体験
さ
い
。館
内
に
、
不
明
本
の
リ
ス
ト
を
掲
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
返
し
忘
れ
の
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
返
却
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す

◎
１
年
間
の
所
在
不
明
資
料
数

・ 

一
般
書（
暮
ら
し
と
生
活
分
含
む
…
63
冊

・ 

児
童
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
冊

　

ま
た
６
月
23
～
25
日
に
、
ソ
フ
ァ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。今
ま
で
と
比
べ

て
、見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

●
職
場
体
験

　

７
月
３
～
４
日
に
、
都
城
市
立
祝
吉
中
学

校
２
年
生
の
女
子
生
徒
２
人
が
、
職
場
体
験

に
来
ま
し
た
。新
刊
の
受
け
入
れ
や
、「
お
は

な
し
会
」
用
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ッ
プ
作
り
な
ど

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

■�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）・

祝
日
・
年
末
年
始（
12
月
28
日
～
１
月
４

日
）・
第
３
水
曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館
内

資
料
一
斉
点
検（
年
１
回
・
15
日
以
内
）

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

【
楽
し
い
劇
の
時
間
】

６
月
14
日
、自
主
文
化
事
業
・
劇
団
道
化
に

よ
る
人
形
劇『
３
び
き
の
コ
ブ
タ
』が
行
わ
れ

ま
し
た
。劇
団
道
化
は
１
９
６
５
年
に
福
岡

で
生
ま
れ
た
劇
団
。数
多
く
の
児
童
劇
を
手

掛
け
、中
国
や
韓
国
で
も
上
演
し
、子
ど
も
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

今
回
の
公
演
も
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
来
場
し
ま
し
た
。か
わ
い
い「
コ
ブ
タ
」

の
人
形
に
喜
ん
だ
り
、
大
き
な
お
母
さ
ん
ブ

タ
に
驚
い
た
り
、な
ぜ
か「
コ
ブ
タ
」よ
り
も

オ
オ
カ
ミ
の
応
援
を
し
た
り
と
、
み
ん
な
で

一
緒
に
観
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
み
ま
た
座
11
期
生
開
講
式
】

６
月
12
日
、
み
ま
た
座
11
期
生
開
講
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。み
ま
た
座
は
、
小
中
高
生

を
対
象
と
し
た
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

こ
と
し
は
、小
学
生
10
人
、中
学
生
12
人
の
総

勢
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
11
月
の
公
演
に
向
け
て
稽
古
を

積
ん
で
い
き
ま
す
。み
ま
た
座
11
期
生
が
、ど

う
成
長
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

【
札
幌
か
ら
ワ
ゴ
ン
車
１
台
で
旅
公
演
】

８
月
28
日
、自
主
文
化
事
業
・
北
海
道
の
劇

団
・
札
幌
ハ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
演
劇

公
演『
サ
ン
タ
め
ん
』が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
公
演
は
、
ワ
ゴ
ン
車
１
台
に
役
者
４

人
と
衣
装
、舞
台
の
小
道
具
・
大
道
具
・
照
明
・

音
響
な
ど
を
詰
め
込
み
、日
本
全
国
、北
か
ら

南
ま
で
16
カ
所
を
回
っ
て「
ヘ
ン
テ
コ
芝
居
」

を
届
け
る
日
本
縦
断
興
行
企
画
で
す
。出
演

は
天あ
ま

野の

ジ
ロ
、
木き

山や
ま

正し
ょ
う

太た

、
彦ひ
こ

素そ

由よ
し

幸ゆ
き

、
傍そ
ば

嶋じ
ま

史し

紀き

。舞
台
作
り
、照
明
、音
響
か
ら
役
者

ま
で
、
こ
の
４
人
が
全
部
自
分
た
ち
で
や
っ

て
し
ま
い
ま
す
。昨
年
は
10
月
に
Ｊ
Ｒ
三
股

駅
で『
パ
レ
パ
ー
レ
星
の
新
し
い
生
き
物
』を

上
演
し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
も
、
楽
し
く
不
思
議
な
ヘ
ン
テ
コ
芝

居
が
三
股
に
や
っ
て
来
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
28
日︵
木
︶
午
後
７
時
開
演

　
　
　
　

※
開
場
は
30
分
前
で
す

■
料
金
＝
一
律
１
５
０
０
円

■
会
場
＝
Ｍ
★
う
ぃ
ん
ぐ（
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
内
）

札幌ハムプロジェクト・昨年の公演

『 ３びきのコブタ 』本番の様子

●�

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

８
月
16
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、図
書
館
・

多
目
的
ル
ー
ム
で
、「
映
写
会
」を
実
施
し
ま

す
。同
日
、
午
後
２
時
30
分
か
ら
紙
芝
居
コ

ー
ナ
ー
で
、
図
書
館
司
書
に
よ
る「
お
は
な

し
会
」、
午
後
３
時
か
ら
多
目
的
ル
ー
ム
で
、

「
昆
虫
写
真
家
・
新し
ん

開か
い

孝た
か
し

さ
ん
の
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。い
ず
れ
も
入
場
無
料
で
す
。

さ
ら
に
８
月
22
日（
金
）午
後
７
時
か
ら
、

町
立
文
化
会
館
で「
鈴
木
ま
も
る
さ
ん 

お

は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料

で
す
が
、
図
書
館
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
整

理
券
が
必
要
で
す
。

●
館
内
資
料
一
斉
点
検
を
実
施
し
ま
し
た

６
月
18
日
か
ら
同
月
26
日
ま
で
、
年
１
回

の
蔵
書
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

７
月
２
日
現
在
で
、
不
明
本（
貸
し
出
し

中
で
は
な
い
の
に
、
図
書
館
書
架
に
な
い
本
、

紛
失
本
）は
71
冊
で
す
。

図
書
館
の
本
を
館
外
へ
持
ち
出
す
と
き
は
、

必
ず
窓
口
で
貸
し
出
し
手
続
き
を
し
て
く
だ

蔵書点検中

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

● 問い合わせ：健康管理センター ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は、「おいしい」「栄養価が高い」「安い」と良いこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

ぬめりの成分はガラクタンやペクチンといった水溶性食物繊維です。さっと加熱すると、より、ねばねば感が増します。
８月の旬食材…オクラ　※材料は全て1人分です。

◎もう一品　スイカのデザート
 123㌔㌍　塩分0.1㌘
材　料　�【牛 乳 寒 天】牛 乳 …75 ㍉ ㍑、 粉 寒 天 …0.5

㌘、 砂 糖 …10 ㌘、 飾 り 用 の ス イ カ …25 ㌘ 
【スイカゼリー】スイカ…25㌘、水…50㍉㍑、
砂糖…5㌘、ゼラチン…１㌘

作り方　�①鍋に牛乳と粉寒天、砂糖を入れてよく混ぜな
がら火にかけて､ 沸騰したまま２分間加熱する。
②器に注いで固める。③スイカは細かく刻む。
鍋に水と砂糖を入れて煮溶かし、火を止め、少
量の水でふやかしたゼラチンを入れて溶かす。
刻んだスイカを入れて混ぜる。④牛乳寒天の上
に流し、冷蔵庫で冷やし固める。⑤飾り用のス
イカは小さな角切りにして上に飾る。

◎主食　ご飯
 252㌔㌍　塩分0㌘
材　料　��ご飯…150㌘

◎主菜　冷や汁
 200㌔㌍　塩分2.0㌘
材　料　�アジの干物…1/2枚、木綿豆腐…100㌘、キュ

ウリ…20㌘、ミョウガ…1/2個、オオバ…2枚、
白ゴマ…小さじ1、みそ…小さじ2、かつお節…
1㌘、水…50 ～ 70㍉㍑

作り方　�①アジは焼いて、身をほぐす。②すり鉢でゴマ
をすり、アジも加えてよくする。みそを加えて
すり混ぜる。③アルミホイルの上に薄くのばし、
オーブントースターで焦げ目が少し付く程度に
焼く。④焼きミソをすり鉢に戻し、水を
少しずつ入れて溶きのばす。⑤手でつぶ
した豆腐、かつお節、キュウリの薄切り、
ミョウガとオオバの千切りを入れる。

◎副菜　オクラのマスタード炒め
 48㌔㌍　塩分0.8㌘
材　料　�オクラ…4本、シメジ…1/4袋、ニンニク

…少々、オリーブ油…小さじ1/2、粗び
きこしょう…少々、粒マスタード…小さ
じ1、ポン酢…小さじ1

作り方　�①オクラは縦半分に切り、シメジは小房
に分ける。ニンニクはみじん切りする。
②フライパンに油を熱し、ニンニクを入
れ、シメジ、オクラを炒める。③粒マスター
ドとポン酢で味を付ける。
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外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー

こ
れ
で
サ
ヨ
ナ
ラ

じ
ゃ
な
い

三
股
に
住

ん
で
も
う

２
年
が
た
つ

な
ん
て
信

じ
ら
れ
ま

せ
ん
。既
に
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
外
国
語
指
導
助
手
の
任
期
を
終
え

た
私
は
、
８
月
22
日
に
古
里
・
ア
メ
リ

カ
の
シ
ア
ト
ル
に
帰
り
ま
す
。私
が
英

語
を
教
え
た
皆
さ
ん
、
先
生
方
や
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。三
股
は
第
二
の
古
里
に
な
り
ま
し

た
。何
年
た
っ
て
も
、
年
を
取
っ
て
も
、

皆
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
植
木
公
園

で
皆
と
遊
ん
だ
こ
と
、
運
動
会
で
力

い
っ
ぱ
い
応
援
し
た
こ
と
…
。た
く
さ

ん
あ
り
過
ぎ
て
一
つ
だ
け
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。毎
日
、
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

後
、
私
の
教
え
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
心
配
も
し
ま
す
が（
笑
）、

英
語
が
堪た
ん

能の
う

じ
ゃ
な
く
て
も
、
絶
対
に

諦あ
き
らめ

な
い
気
持
ち
と
、
何
事
に
も
や
る

気
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事

で
す
。こ
れ
で
サ
ヨ
ナ
ラ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
い
つ
か
、
ど
こ
か
で
会
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワン・ジェシカ
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６
月
８
日
︑
本
町
に
お
け
る
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
に
つ
い
て
︑

﹁
連
続
７
３
０
日
﹂︵
２
年
間
︶を
達

成
し
ま
し
た
︒
こ
の
こ
と
を
受
け

て
︑
県
交
通
安
全
対
策
推
進
本
部

︵
河
野
俊
嗣
本
部
長
︶
は
︑本
町
を

﹁
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
市
町
村
﹂と
認

定
︒同
月
20
日
︑町
役
場
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
町
長
は
︑

﹁
町
民
一
丸
と
な
り
︑交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
が
出
ま
し
た
﹂
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
︒

な
お
本
町
に
お
け
る
︑
こ
と
し

５
月
ま
で
の﹁
交
通
事
故
の
第
１

当
事
者
﹂︵
事
故
発
生
時
︑当
事
者

の
中
で
最
も
過
失
の
重
い
人
︶
は

57
人
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

悲
し
い
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
︑
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理

解・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

７
月
13
日
︑町
消
防
団︵
中
村
修

一
団
長
︑１
６
０
人
︶
は
︑岩
下
橋

下
河
川
敷
で
︑﹁
第
34
回
三
股
町
消

防
操
法
大
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒

﹁
小
型
ポ
ン
プ
操
法
﹂﹁
小
型
ポ
ン

プ
積
載
車
操
法
﹂﹁
ポ
ン
プ
自
動
車

操
法︵
表
彰
対
象
外
︶﹂
の
３
部
門

に
計
23
隊
が
出
場
︒出
場
者
は
日

頃
の
訓
練
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
︑

各
操
法
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
︒

﹁
小
型
ポ
ン
プ
操
法
﹂﹁
小
型
ポ
ン
プ

積
載
車
操
法
﹂
の
優
勝
２
隊
と
機

動
本
部︵
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
︶
は
︑

８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
都
城
支

部
大
会
に
本
町
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
︒
な
お
大
会
結
果
は
次
の

通
り
で
す︵
敬
称
略
︑
か
っ
こ
内
数

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
７
３
０
日
達
成

本
町
が
表
彰
受
け
る町

消
防
操
法
大
会

消
防
技
術
を
競
い
合
う

６
月
26
日
︑
町
と
西
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
︶

は
︑Ｊ
Ｒ
三
股
駅・多
目
的
ホ
ー
ル

﹁
Ｍ
★
う
ぃ
ん
ぐ
﹂で
︑﹁
災
害
時
に

お
け
る
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
・

利
用
に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結
し

ま
し
た
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
町
内
の
各
指
定

避
難
所
に
特
設
の
電
話
回
線
を
引

き
︑
非
常
時
に
お
け
る
通
信
手
段

と
し
て
︑
優
先
的
に
通
話
が
で
き

ま
す
︒大
規
模
災
害
な
ど
の
発
生

時
︑
住
民
安
否
確
認
や
各
種
情
報

提
供
な
ど
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
︒

調
印
式
で
は
︑
町
長
と
西
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
宮
崎
支
店
の

原
川
忠
久
設
備
部
長
が
︑
協
定
書

に
署
名
を
行
い
ま
し
た
︒

町
長
は
︑﹁
町
民
の
安
全
・
安
心

の
備
え
に
つ
な
が
り
︑
大
変
あ
り

が
た
い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
︒

大
規
模
災
害
な
ど
に
備
え
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
災
害
協
定
締
結

６
月
19
日
︑三
股
町
剣
道
連
絡

協
議
会︵
轟
木
利
孝
会
長
︶
は
︑三

股
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で﹁
剣

道
指
導
会
﹂
を
行
い
ま
し
た
︒町
内

外
の
小
中
高
生
や
一
般
参
加
者
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
︒全
日
本

高
齢
者
剣
友
会
長
・
松し

ょ
う

風ふ
う

館か
ん

道
場

師
範
な
ど
を
務
め
る
岩い

わ

立た
て

三
郎
さ

ん︵
75
︶
＝
剣
道
範は

ん

士し

八
段
＝
が

講
師
と
な
り
︑﹁
剣
道
に
臨
む
心
構

え
﹂な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑素
振
り
の
指
導
や
︑防

具
を
着
用
し
て
行
う
稽
古
も
行
わ

れ
ま
し
た
︒

参
加
者
は
︑
岩
立
さ
ん
の
指
導

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
︒

７
月
６
日
︑
町
は
町
内
一
斉
の

環
境
美
化
活
動﹁
第
19
回
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
み
ま
た
﹂
を
開
催
し
ま

し
た
︒個
人
参
加
者
︑民
主
・
福
祉

団
体
︑
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
な

ど
約
１
０
０
０
人
が
参
加
︒三
股

橋
下
河
川
敷
か
ら
沖
水
川
上
流
域

と
下
流
域
に
分
か
れ
て
ご
み
拾
い

を
し
た
ほ
か
︑
町
内
各
地
域
で
一

斉
に
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

参
加
者
は
額
に
汗
を
流
し
な
が

ら
︑
黙
々
と
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
︒

な
お
︑
こ
の
日
集
め
ら
れ
た
ご

み
な
ど
の
総
量
は
︑
約
４
㌧
に
も

上
り
ま
し
た
︒

「
剣
道
に
臨
む
心
構
え
」学
ぶ

剣
道
指
導
会

ま
ち
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た

「
今
日
、
岩
立
先
生
か
ら
習
っ
た
こ
と
の
う
ち
、

『
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
』
な
ど
を
き
ち
ん
と

や
り
な
が
ら
、
練
習
を

頑
張
り
ま
す
」

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
と
し
で
19
回
目
。
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
今
後
も
町
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

参
加
者

三
股
中
央
剣
道 

主
将

町
河
川
浄
化
等
推
進

員　

会
長

内
田
睦む
つ

胤み

君

（
三
股
西
小
６
年
）

大
峰
　
愿す
な
お

さ
ん

（
小
鷺
巣
）

６
月
15
日
︑
都
城
広
域
定
住

自
立
圏
構
想
協
議
会
は
︑
町
武

道
体
育
館
駐
車
場
で﹁
第
２
回

S

シ

マ

ヅ

H
IM

A
ZU

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

を
行
い
ま
し
た
︒三
股
︑都
城
︑曽

於
︑志
布
志
で
構
成
さ
れ
る
同
協

議
会
︒各
自
治
体
自
慢
の
食
材
を

使
用
し
た
料
理
を
出
品
し
︑上
位

を
競
い
ま
し
た
︒本
町
代
表
は
︑昨

年
度
の
同
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
者
で

﹁
手
作
り
屋
﹂代
表・隈
元
博
志
さ
ん

︵
68
︶＝
餅
原
＝
特
製
の﹁
し
し
肉

カ
レ
ー
﹂︒軟
ら
か
い
イ
ノ
シ
シ
肉

や
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
る
逸
品
で

す
︒審
査
の
結
果
︑見
事
本
町
が
優

勝
し
︑２
連
覇
達
成
︒三
股
の
地
場

産
品
を
大

い
に
宣
伝

す
る
こ
と

が
で
き
た

一
日
と
な

り
ま
し
た
︒

６
月
３
日
か
ら
７
月
３
日
に
か

け
て
︑町
弓
道
場
で
︑弓
道
初
心
者

な
ど
を
対
象
と
し
た﹁
弓
道
教
室
﹂

︵
三
股
弓
道
愛
好
会
な
ど
主
催・全

10
回
︶が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒本
紙

記
者
が
訪
れ
た
７
月
１
日
は
︑
12

人
の
受
講
生
が
出
席
︒三
股
弓
道

愛
好
会
員
の
皆
さ
ん
が
指
導
者
と

な
り
︑
受
講
生
に
個
別
指
導
を
行

い
ま
し
た
︒指
導
者
代
表
の
県
弓

道
連
盟
北
諸
支
部
長
・
迫
田
次
郎

さ
ん︵
67
︶＝
弓
道
五
段
＝
は
︑﹁
立

派
な
弓
道
場
を
造
っ
て
い
た
だ
い

た
の
で
︑
今
後
も
弓
道
愛
好
家
の

裾す
そ

野の

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
︒

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
で
２
連
覇

隈
元
さ
ん「
し
し
肉
カ
レ
ー
」

基
礎
か
ら
し
っ
か
り
と
学
ぶ

弓
道
教
室

「
65
歳
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
初
め
て
弓
道
に
挑

戦
し
ま
し
た
。年
を
重
ね
て
も
続
け
ら
れ
る
の
で
、

今
後
も
気
楽
に
楽
し
ん

で
い
き
た
い
で
す
ね
」

弓
道
教
室
受
講
生

入い
り

澤ざ
わ 

俊と
し

次つ
ぎ

さ
ん

（
今
市
）

「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
に
お
い

し
い
牛
乳
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

Ｊ
Ａ
都
城

女
性
酪
農
部
会
長

北き
た

畑は
た

ひ
と
み
さ
ん

（
蓼
池
）

６
月
13
日
︑
都
城
地
区
酪
農
青

壮
年
部
連
絡
協
議
会
・
Ｊ
Ａ
都
城

女
性
酪
農
部
会
の
代
表
７
人
が
︑

町
役
場
で﹁
父
の
日
に
牛
乳
を
贈

ろ
う
！
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
牛
乳
の
消
費

拡
大
を
目
的
に
︑﹁
父ち

ち

と
牛ち

乳ち

﹂
と

い
う
語
呂
合
わ
せ
を
使
い
︑
全
国

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
同
協
議
会
員

ら
が
︑
町
長
や
来
庁
者
一
人
一
人

に
地
元
産
牛
乳
を
振
る
舞
い
︑
消

費
拡
大
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
︒牛

乳
を
受
け
取
っ
た
皆
さ
ん
は
︑
喉

を
鳴
ら
し
な
が
ら
︑
お
い
し
そ
う

に
飲
ん
で
い
ま
し
た
︒

７
月
１
日
︑町
役
場
で
︑第
64
回

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂法
務

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒更
生
保
護
関
係
者
な

ど
約
40
人
が
出
席
︒
こ
れ
は
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
取
り
組
み

で
す
︒７
月
１
～
４
日
に
は
広
報

活
動
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒

さ
ら
に
６
月
27
日
︑
町
更
生
保

護
女
性
会
が
町
立
文
化
会
館
に
啓

発
用
の
七
夕
飾
り
を
展
示
し
た
ほ

か
︑
同
日
︑
三
股
中
学
校
で
同
校

生
徒
を
対
象
と
し
た
啓
発
交
流
会

︵
町
な
ど
主
催
︶
な
ど
を
実
施
︒Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ビ
フ
レ
ン
ダ
ー
ズ

宮
崎
自
殺
防

止
セ
ン
タ
ー

の
大お

お

迫さ
こ

恒こ
う

作さ
く

所
長
が
︑
講

演
を
行
い
ま

し
た
︒

父
の
日
に
牛ち

乳ち

を
贈
ろ
う

牛
乳
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ

犯
罪
や
非
行
を
防
止
す
る

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 町更生保護女性会による七夕飾り展示

弓道教室が実施されました

山王原・稲荷神社での清掃活動

牛乳の消費拡大を呼び掛けました

見事２連覇を達成した
「手作り屋」代表・隈元博志さん

指導する岩立三郎さん

町役場で表彰式が行われました

ＮＴＴ西日本と災害協定を結びました

しし肉カレー
（三股町代表）

大迫恒作氏
（啓発交流会）

字
は
所
属
部
を
指
し
ま
す
︶︒

【 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
】優
勝
＝
第
５

部
１
班
︑
第
２
位
＝
第
７
部
１

班
︑第
３
位
＝
第
５
部
２
班

【 

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
操
法
】優
勝

＝
第
２
部
︑
第
２
位
＝
第
１
部

１
班
︑第
３
位
＝
第
５
部

【 

最
優
秀
選
手
賞
】︹
小
型
ポ
ン

プ
操
法
︺
指
揮
者
＝
轟
木
利と

し

郎ろ
う

︵
５
︶︑
１
番
員
＝
池
田
鉄
平

︵
５
︶︑
２
番
員
＝
馬ま

渡わ
た
り

亮り
ょ
う︵

５
︶︑

３
番
員
＝
兒こ

玉だ
ま

道み
ち

郎ろ
う︵
５
︶・︹
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
操
法
︺
指
揮

者
＝
田た

尻じ
り

和か
ず

吉よ
し︵

１
︶︑
１
番
員

＝
宮
里
健
太︵
３
︶︑
２
番
員
＝

柚ゆ

木き

﨑ざ
き

保や
す

幸ゆ
き︵

３
︶︑
３
番
員
＝

上か
み

村む
ら

竜り
ゅ
う

一い
ち︵

２
︶

小型ポンプ操法優勝・第５部１班

小型ポンプ積載車操法優勝・第２部

最優秀選手賞
轟木利郎さん（第５部副部長）

最優秀選手賞
田尻和吉さん（第１部長）
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※�参加賞としてＴシャツ、タオル、豚
汁、おにぎりなどを予定しています。
■申し込み方法＝申込書に必要事項

を記入の上、事務局に参加料を添え
て申し込むか、郵便振り込みをご利
用ください。当日参加は受け付けで
きません。

　 　なおインターネットからの申し込
みもできます（スポーツエントリー
http://www.sportsentry.ne.jp/また
はランネットhttp://runnet.jp/）。

■申込期限＝11月７日（金）
■申し込み・問い合わせ
　町教委　教育課　スポーツ振興係
　☎52－1111（内線433・434）

町では毎年、町の文化の向上・発展
に多大の貢献があり、学術・芸術・技術・
体育の各部門の功績が特に著しい個人
および団体を表彰しています。

ことしも11月３日（月・祝）の文化
の日に表彰式を開催するため、選考準
備を進めています。

対象者の年齢は問いません。各部門
において、皆さんの周りで素晴らしい
功績を挙げた人・団体がいましたら、
ぜひご推薦ください。
■表彰の種類＝文化賞、功労賞
※�各賞の詳細については、お問い合わ
せください。
■対象部門＝学術・芸術・技術・体育

の４部門
■表彰範囲＝町在住者、出身者または

縁故者および町内所在の団体
■選考方法＝「文化賞等選考審査会」

を設け、審査します。
■表彰期日＝11月３日(月・祝)
■推薦書の提出期限＝８月31日(日)
■推薦書の提出先＝町立文化会館（推

薦書用紙は町立文化会館にあります）
■問い合わせ
　三股町立文化会館

　☎51－3462

町では、平成27年１月５日（月）実
施予定の成人式で、式の企画・運営に
参加する実行委員を募集しています。
自分たちの手で、心に残る成人式をつ
くってみませんか。

性別は問いません。やる気のある皆
さんの応募をお待ちしています。

＜町成人式実行委員募集内容＞
■募集人数＝10人程度
■年齢＝平成27年４月1日までに19

〜20歳になる人（平成26年度および
同27年度の新成人者）
■内容＝10月から夜間に数回集まり、

成人式の企画・運営などについて話
し合います（会議日は実行委員の都
合を考慮して行います）。また式典
の運営について、中心となって行い
ます。
■募集期限＝９月12日（金）
■問い合わせ
　教育委員会　教育課　生涯学習係
　☎52－1111（内線432）

■講習名＝ビジネスパソコン・接遇マ
ナー講習
■対象＝ハローワークに求職登録してい

て、就職を目指している55歳以上の人
■講習期間（土・日・祝日は休み）＝

９月２日（火）〜 18日（木）
■募集人数＝15人
■申込期限＝８月22日（金）必着
■講習場所＝　都城地域高等職業訓

練校（都城市年見町13―11）
■受講料＝無料
■申し込み方法＝ハローワーク都城、

三股町シルバー人材センターに置い
てある所定の申込書に必要事項を記
入の上、宮崎県シルバー人材セン
ター連合会宛てに郵送またはファク

スにてお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ
　〒880-0867�宮崎市瀬頭2-6-14
　（公社）宮崎県シルバー人材セン
ター連合会　シニア就職訓練支援室

　☎0985－31－3775
　FAX�0985－31－3776

気象庁では、「特別警報」の運用を
行っています。特別警報とは、数十年
に一度しかないような大雨、暴風など
が発生した際に発表されるもので、非
常に危険な状況にあることを示します。

特別警報が発表されましたら、屋外
の状況などに留意し、危険を避けるた
めの行動をお願いします。
※�詳細は気象庁ホームページ（http://
www.jma.go.jp/jma/kishou/know/
tokubetsu-keiho/index.html）でご
確認ください。
■問い合わせ
　総務課　危機管理係
　☎52－1111（内線231・233）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄
付を次の通り頂きました。

故人のご冥福をお祈り致しますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に
利用させていただきます。

誠にありがとうございました。
三股町社会福祉協議会
平成26年６月１日から30日まで

任期満了による改選が行われ、新し
い農業委員が決まりましたので、お知
らせします。

任期は、平成26年７月20日から同29
年７月19日までとなります。
■選挙選出（敬称略、届け出順）＝

西
にし

村
むら

 登
のぼる

　（第６地区）
和
わ

田
だ

 善
よし

秋
あき

（第９地区）
溝
みぞ

口
ぐち

 良
よし

信
のぶ

（第４地区）
上
かみ

西
にし

 幸
こう

一
いち

（第２地区）
前
まえ

田
だ

 万
よろず

　（第１地区）
新
にい

坂
さか

 哲
てつ

雄
お

（第５地区）
出
で

水
みず

 茂
しげる

　（第２地区）
蔵
くら

元
もと

 順
じゅん

市
いち

（第２地区）
小
お

倉
ぐら

 休
やす

幸
ゆき

（第７地区）
■推薦による選任（敬称略、推薦団体）＝

福
ふく

永
なが

 廣
ひろ

文
ふみ

（都城農業協同組合）
堀
ほり

内
うち

 和
かず

義
よし

（都城農業共済組合）
小
こ

牧
まき

 力
つとむ

　（三股町内土地改良区）
福
ふく

永
なが

 スミ子
こ

（三股町議会）
中
なか

村
むら

 美
み

和
わ

子
こ

（三股町議会）
■問い合わせ
　農業委員会事務局
　☎52–1111（内線342）

「エコロジーボランティア」は、地域
の環境美化を目指す取り組みです。県
下一斉ボランティア活動の一環として
行われます。

ごみをなくし、きれいで住みよいま
ちにするために、本年も多くのボラン
ティアの参加をよろしくお願いします。

また地域でごみの気になる場所があ

りましたらご連絡ください。皆で町内
をきれいにしましょう。
■期日＝８月24日（日）
■時間＝午前６時30分〜９時
■会場（集合場所）＝「元気の杜

もり

」広場
　（町総合福祉センター敷地内）
■参加者・団体＝個人、団体（民主・

福祉・ボランティア）など
■申込期限＝８月８日（金）
■主催＝町社会福祉協議会、町ボラン

ティア連絡協議会
■後援＝三股町
■申し込み・問い合わせ
　社会福祉協議会
　☎52－1246

「限度額適用認定証」とは…
入院時の療養などに係る窓口負担が

「限度額まで」となる黄色いカードです。
70歳未満の国民健康保険加入者で、

現在持っている「国民健康保険限度額
適用認定証」（以下「限度額認定証」と
いう）は世帯の所得状況の見直しによ
り、８月１日（金）以降は使用できま
せん。

８月１日（金）以降も入院予定の人は
新しい限度額認定証が必要になるため、
世帯主が申請手続きをしてください。
※�限度額認定証の発行は随時行ってい
ます。入院に係る窓口負担の軽減と
なりますので、現在、限度額認定証
を持っていない人も、入院する際は
申請を行ってください。
■注意事項＝
・ 限度額認定証の適用は、申請のあっ

た日の属する月の初日からとなります。
・ 保険税滞納世帯には交付できません。
・ 古い限度額認定証は町民保健課（町

役場１階③番窓口）へ返却するか、
各自の責任で処分してください。
■申請に必要なもの＝

国民健康保険被保険者証、印かん（認
め印可）
※�平成26年度町県民税（住民税）非課
税世帯の人は、入院時の食事代も合

わせて限度額までとなる、「国民健康
保険限度額適用・標準負担額減額認
定証」の交付申請をしてください（70
歳以上75歳未満の人を含みます）。
※�保険税滞納世帯でも、非課税世帯の
人には入院時の食事代が軽減される
「標準負担額減額認定証」は発行さ
れます。
■問い合わせ
　町民保健課�国保年金係
　☎52－1111（内線112・116）

「チャレンジＲＵＮ大会」を次の通り
開催します。

子どもから一般まで幅広く参加でき
る大会です。もれなく参加賞がもらえ
るほか、すてきな景品が当たる抽選会
もあります。家族、友人やグループの
仲間など、お誘い合わせの上、奮って
ご参加ください。

さらに同日、地域の交流を目的とし
て、小学生から一般の地区代表選手に
より競われる「第４回地区対抗駅伝大
会」も同時開催されます。皆さんのご
声援をお願いします。
■期日＝12月７日（日）【雨天決行】
■時間＝午前８時30分〜
■場所＝町立文化会館前（スタート・

ゴール）
■内容＝

■参加料（参加賞・保険料込み）＝

お知らせ Mimata Information

平成27年三股町成人
式の実行委員を募
集します

気象庁発表の「特別警
報」にご注意ください

愛のご寄付

新しい農業委員が
決まりました

成26年度三股町文化
賞・功労賞」候補者・団
体をご推薦ください

｢平

ジネスパソコン・接
遇マナー講習」の受
講生を募集します
（55歳以上限定）

｢ビ014エコロジーボラン
ティアinみまた」の参加
者・団体を募集します

｢2

14回チャレンジＲＵ
Ｎ大会」の参加者を
募集します

｢第

国民健康保険限度額適
用認定証などの申請・
更新を受け付けます

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

昨年度の「エコロジーボランティアinみまた」

昨年度の「チャレンジＲＵＮ」

部　門 距離
① 中学生以上　男子・女子 ３ ㌔
② 中学生以上　男子・女子 ５ ㌔
③ ファミリー　　（親子ペア） １ ㌔
④ 小学生低学年（学年、男女別）１ ㌔
⑤ 小学生高学年（学年、男女別）１.5㌔

区　分 金　額
小中高生 1,000円
一般参加者 2,000円
ファミリー（１組当たり） 2,000円

久保　昇
のり

人
ひと

父 信
のぶ

高
たか

61 檪　田 ３万円
中西カズ子 夫 本

もと
二
じ

89 上　米 ５万円
柳橋ムツ子 夫 安

やす
美
み

93 東　原 ３万円
東
ひがし

中
なか

九
く

州
す

男
お

母 勝
かつ

子
こ

94 小鷺巣 ３万円
国
こく

分
ぶ

　京
きょう

子
こ

夫 實
みのる

66 東植木 ２万円
松野　幸

ゆき

雄
お

母 ユミエ 98 寺　柱 ３万円
持
もち

留
どめ

　廣
ひろ

明
あき

父 金
きん

一
いち

91 唐
から

　杉
すぎ

３万円
假
かり

屋
や

　京
きょう

子
こ

夫 祥
よし

治
じ

70 田　上 ５万円
西村　好

よし

宗
むね

母 サチ子 88 檪　田 ３万円
荒武　千

ち

鶴
づる

夫 護
まもる

82 仲　町 ３万円
福
ふく

重
しげ

　美
み

紀
き

母 フミエ 90 前　目 ３万円
上石　正

まさ

昭
あき

長男 安
やす

基
もと

47 大鷺巣 ５万円
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● 問い合わせ：三股町　TEL 52－1111㈹　FAX 52－4944

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診・相談
■期日＝９月４日（木）
■受け付け＝午後１時〜１時30分
■対象者＝

・健診＝平成25年８月・平成26年２月、６月生まれの乳児
・相談＝平成25年10月、12月・平成26年４月生まれの乳児

■ 持ってくるもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度
　（おっぱい相談希望者のみ）
※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。助産師に
よるおっぱい相談や栄養相談も実施します。

●パパママ教室・マザークラス
■期日・時間＝

・パパママ教室／８月24日（日）　午前10時〜正午
・マザークラス／８月29日（金）　午前10時〜正午

■持ってくるもの＝母子健康手帳、動きやすい服装
■ 申し込み＝参加を希望する場合、健康管理センターま

で電話でお申し込みください

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52-8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育てサークル「いもん子クラブ」と遊びましょう。

■期日＝８月21日（木）
■時間＝午前10時〜 11時
●親子ふれあいコンサート
「小さな音楽会」による生の歌と演奏で楽しい時間を過ご
しましょう。

■期日＝８月26日（火）
■時間＝午前10時〜 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜

もり

」大会議室
●おはなし会

読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による
読み聞かせを行います。

■期日＝９月４日（木）
■時間＝午前10時〜 11時

●多世代交流
生きがいデイサービスを利用している高齢者の皆さんと

交流します。
■期日＝９月12日（金）
■時間＝午前10時30分〜

ファミリー・サポート・センターたんぽぽ
からのお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688

ファミリー・サポート・センターは、以前のように地域
で助け合っていた子育てを組織化したものです。

困ったときにすぐ利用できるよう、まずは会員登録をし
ましょう。登録は無料です。「まかせて（提供）会員」にお
いては、預かる子どもの年齢・時間・援助内容を選ぶこと
ができます。子育て中の人でも、自分の子どもと一緒に遊
ばせながら、短時間の援助をすることができます。
※�勝岡、蓼池、稗田、植木地区で、子育て援助ができる人を
募集しています。詳しくはお問い合わせください。

●「まかせて（提供）会員の講習会」を実施します
「まかせて（提供）会員」【子育ての援助をしたい人】の講
習会を行います。講習会で基本的な知識を身に付けてから
援助開始となります。参加希望または詳しく知りたい人は、
お問い合わせください。

■期日＝９月10日（水）
■時間＝午前８時40分〜午後４時30分
※受け付けは午前８時30分開始です。
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■ 内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、

保育士による子どもについての講習

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■期日＝８月18日(月)
■時間＝午前10時〜 11時
■場所＝健康管理センター
※ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を行います。

●熱中症に注意しましょう
熱中症は短い時間で進行する場合が多く、重症化すれば、

死に至る可能性や回復しても後遺症が残る可能性がありま
す。対策を取って熱中症を予防しましょう。
＜熱中症を予防するには＞
①小まめに水分・塩分を補給する

　喉の渇きを感じなくても小まめに水分補給をしましょう。
②室内環境に注意する
　 風通しを良くし、扇風機やエアコンを使って室内は28

度、湿度60％以下になるように調整しましょう。
③外出時の準備をする
　 通気性が良く、汗を吸収発散しやすい衣服を着ましょ

う。また室外では保冷剤、氷や冷たいタオルなどを利
用し、体温を下げるように心掛けましょう。さらに日
傘や帽子を着用し、直射日光を避けましょう。
④体調を整える
　 バランスの良い食事、睡眠や休養をしっかり取って、

規則正しい生活を心掛けましょう。
<熱中症になったときの処置は>
①涼しい場所へ避難させる
②衣服を脱がせ、体を冷やす
③水分・塩分を補給する
※�自力で水を飲めない、または意識がない場合は、直ちに
救急車を呼びましょう。

敬老祝金（けいろういわいきん）を支給します
●介護高齢者係　☎52－1111（内線162・163）

８月下旬から９月初旬にかけて、次の年齢の皆さんを対象
に敬老祝金が支給されます。

対象年齢については平成25年７月２日から平成26年７月１
日までの期間の満年齢となります（基準日は７月１日です）。

詳細はお問い合わせください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－8634

● 「認知症サポーター・リーダー養成講座」の受講生を募
集します
認知症の人やその家族への適切な援助などを行うボラン

ティアを養成する講座を開催します。なるべく全日程を受
講できる人のご参加をお待ちしています。
■ 受講対象者＝認知症ケアについて関心のある人、介護

サービス事業所の職員など
■講座期日・内容（全５回）＝

回 期　日 内　容
① ９月８日（月）認知症を正しく理解し、対応を学ぶ

② ９月２９日（月）疾患医療センターの役割・介護者家族の気持ちを理解する
③ 10月６日（月）認知症の人と家族への対応

④ 10月２７日（月）認知症を支える地域づくり実践報告・グループワーク
⑤ 11月1７日（月）認知症の人と地域の関わり

■時間＝午後１時30分〜３時30分
■場所＝三股町役場 ４階第１会議室
■受講料＝無料
■申込期限＝８月29日（金）
■ 申し込み＝受講希望者は、町地域包括支援センターまで

お申し込みください。

介護保険料の減免申請を受け付けます
●介護高齢者係　☎52－1111（内線162・163）

平成26年度介護保険料について、本人または代理人の申請
に基づいて、特に必要があると認められた場合に減額されます。
■該当者＝次の全てに該当する場合に対象となります。
（ア） 平成26年度介護保険料所得段階区分が第３段階（世帯

全員非課税）の人
（イ）前年中の収入金額の合計額が、次の金額以下の人

　１人世帯の場合………… 75万円以下
　２人世帯の場合…………110万円以下
　３人世帯の場合…………145万円以下

【以下世帯員が、１人増えるごとに35万円を加算、
 借家に居住の場合は別途25万円を加算します】

（ウ）住民税課税者と生計を共にしていない人
（エ）住民税課税者に扶養されていない人
（オ）住民税課税者から仕送りを受けていない人
（カ）処分できる不動産を所有していない人
（キ）世帯において預貯金額が150万円以下の人

■ 申請に必要なもの＝印かん（認め印可）、年金の支払通知
書、世帯員全ての通帳（最新の状況を記帳してからご持参
ください）、全ての収入が分かるもの、健康保険証

■申請期間＝８月１日（金）〜 29日（金）（土・日を除く）
■申請場所＝町福祉課窓口（１階⑥番窓口）
●「足もと元気教室」8月16日（土）～ 9月15日（月）の日程

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※８月１～ 15日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
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地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分〜 11時 第 1 地 区 分 館 8月29日（金）
9月 5日（金）

第2地区 午後1時30分〜 3時 第2地区交流プラザ 9月 2日（火）

第3地区 午後1時30分〜 3時 第 3 地 区 分 館 8月21日（木）
9月11日（木）

第4地区 午前9時30分〜 11時 第 4 地 区 分 館 8月20日（水）
第5地区 午後1時30分〜 3時 轟木集落センター 8月22日（金）

蓼　池 午前9時30分〜 11時 蓼 池 児 童 館 8月28日（木）
9月 4日（木）

餅　原 午後1時30分〜 3時 餅原営農研修館 8月18日（月）

三　原 午後1時30分〜 3時 三原地区　　　　　
コミュニティセンター 8月20日（水）

中　原 午前9時30分〜 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

8月27日（水）
9月10日（水）

今　市 午前9時30分〜 11時 今 市 児 童 館 9月 1日（月）
第8地区 午前9時30分〜 11時 第 8 地 区 分 館 8月22日（金）

第9地区 午後1時30分〜 3時 第 9 地 区 分 館 8月27日（水）
9月10日（水）

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員

支給
年齢 満80歳 満85歳 満88歳

(米寿)
満90歳
(卒寿) 満95歳 満99歳

(白寿)
満100歳
以上 最高齢

祝金
年額 1万円 1万

5千円 2万円 2万
5千円 3万円 4万円 5万円 10万円
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※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください。
　（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
８月１日（金）～９月７日（日）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『決意』
９月１日(月)は納期限です
●納税管理係（内線144）

納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第２期）
●国民健康保険税（第２期）

口座振替は８月25日（月）が振替日です。再振替は行っ
ていません。22日(金)までに預貯金口座の残高確認をお
願いします。

「納税相談」をご利用ください
●特別収納対策係(内線145・147)

税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、病
気や失業など、特別な事情があって納期限内に納められない
ときは、印かんをご持参の上、早めにご相談ください。年度を

繰り越す滞納とならないよう、分割納付の相談や各種納税相
談を受け付けます。

家屋調査にご協力ください
●資産税係（内線142・143）

固定資産税の課税の基礎とするために、家屋調査を実施し
ています。

家屋調査は屋根、外壁、内壁などの部材の違いで評価額を算
出するために行っています。

家屋の大きさにもよりますが、調査には１時間程度かかりま
す。調査では、家屋全ての部分の部材を確認するために、トイレ
や押し入れなどにも立ち入ることになります。そのため、プラ
イバシー保護の観点から入居前に調査を希望する人もいます。

入居前の調査を希望する人は、日程調整などの相談に応じ
ますのでご連絡ください。

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第17位／平成26年５月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

Ｔ
・
Ｙ
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路
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通
法
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反
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役

２
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言
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さ
れ
、現
在
、市
原
刑
務

所
に
て
反
省
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

受
刑
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
ル
ー
ル
を

守
る
大
切
さ
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す
。今
ま
で
の
私
は「
一
人
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ら
い
ル
ー
ル
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守
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な
く
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も
、ほ
か
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人
が

守
っ
て
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れ
ば
大
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夫
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ろ
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」
と
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分
に

甘
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考
え
を
し
て
い
ま
し
た
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か
し
、
今
考

え
て
み
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と
、今
ま
で
何
事
も
な
か
っ
た
こ
と

が
偶
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で
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か
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守
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は
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せ
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時
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あ
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が
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ま
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で
、
家
族
、
友
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会
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ど
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く
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迷
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し
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ま
し
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更
正
と
い
う
言
葉
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あ
り
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す
が
、私
は
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の
受
刑
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更
正
し
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の
か
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分
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分
か

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
客
観
的
に
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分
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見
る
こ

と
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で
き
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よ
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に
な
り
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分
の
悪
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と
こ
ろ
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分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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の
こ
と
に
気

付
け
た
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と
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更
正
へ
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が
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思
っ
て
い
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す
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っ
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に
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す
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て
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路
交
通
法
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る
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命
を
奪
い
、多
く
の
人
を
悲
し
ま
せ
て
し
ま
う
の

で
す
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通
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祈
っ
て
い
ま
す
。　
（
完
）

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

交
通
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ん
…
…
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贖あ
が
な

い
の
日
々

17 日

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎ならはら皮膚科医院（皮膚） ☎22-1455（志比田町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

18 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
19 火 ◦可燃物
20 水 ◦図書館休館日
21 木 ◦缶・瓶
22 金 ◦可燃物
23 土

24 日

◎政所医院（内・小） ☎58-2171（高城町）

◎田口循環器科内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎みしま内科クリニック（内・循） ☎51-8100（三股町）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎庄内医院（整・リハ）　 ☎37-0522（庄内町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

25 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
26 火 ◦可燃物
27 水

28 木 ◦トレイ・ペット
29 金 ◦可燃物
30 土

31 日

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎野口脳神経外科（脳外科） ☎47-1800（太郎坊町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リュ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

1 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
2 火 ◦可燃物
3 水

4 木 ◦缶・瓶
5 金 ◦可燃物
6 土

7 日

◎山内小児科医院（小） ☎22-0048（上　町）

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎23-8815（前田町）

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

4 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木 ◦缶・瓶
8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎村上循環器内科クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎宇宿医院（内・胃・消） ☎25-9031（栄　町）

◎マドコロ外科医院（外・胃）☎22-0138（小松原町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

11 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
12 火 ◦可燃物
13 水

14 木

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

◦トレイ・ペット

15 金

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎西浦耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

◦可燃物
16 土

17 日
◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎藤元上町病院（内） ☎23-4000（上　町）

◎８月の予定

◎９月の予定

都城東高ソフトボール場にて

今月の表紙写真は、都城東高等学校
女子ソフトボール部（花田千佳監督、
34人）の皆さんです。５月に全国高校総
体県予選で見事優勝を飾った同部。８月
２日から神奈川県で行われる全国大会
に臨みます。海老原智夏キャプテンは、
「３月の選抜大会で全国３位だった悔し
さをばねに、今度こそ日本一になれる
よう、思い切り暴れてきます」と話して
いました。

（
全
２
回
）
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■
茶
じ
ょ
け

し
ば
ら
く
前
に
な
り
ま
す

が
、
徳
川
家
康
の
六
男
・
松ま

つ

平だ
い
ら

忠た
だ

輝て
る

を
主
人
公
と
す
る
、
横よ
こ

山や
ま

光み
つ

輝て
る

の
歴
史
漫
画『
捨
て
童

子
・ 

松
平
忠
輝
』（
原
作
・
隆
り
ゅ
う

慶け
い

一い
ち

郎ろ
う

）
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の

中
で
主
人
公
を
凌し

の

ぐ
活
躍
を
す

る
の
が
忠
輝
の
家か

老ろ
う
・
大お
お

久く

保ぼ

長な
が

安や
す

で
す
。
江
戸
初
期
、
長
安

は
金
銀
山
の
開
発
で
功
績
が
あ

り
、
徳
川
政
権
内
で
絶
大
な
権

勢
を
振
る
い
ま
し
た
。
物
語
の

中
で
、
長
安
は
主
君
・
忠
輝
を

「
家
康
の
後
継
者
」
に
し
よ
う

と
暗
躍
し
ま
す
。
し
か
し
、
夢

か
な
わ
ず
病
死
。そ
の
後
、一
族

は
粛

し
ゅ
く

清せ
い

さ
れ
ま
す
。
読
後
、
長

安
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
調
べ

�◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

�◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

� ■問い合わせ　地域政策室 地域政策係　☎52-1111（内線２２３）

◦男／11,768人 ◦女／13,597人◦計／25,365人 ◦前月比－19人
◦世帯数／10,014戸（－6戸）◦出生／17人◦死亡／18人
◦転入／55人◦転出／73人

三股町の人口 平成26年７月１日現在

発行・編集／三股町 地域政策室
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111�FAX0986-52-4944
町公式URL�………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.528
2014.8

て
み
た
と
こ
ろ
、
個
人
的
に
驚

き
の
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。

長
安
は
、
現
在
の
東
京
都
八
王

子
市
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
場
所（
陣じ

ん

屋や

跡あ
と

）

は
、
何
と
私
が
大
学
生
の
時
に

住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
の
近
所

だ
っ
た
の
で
す
。学
生
時
代
、史

跡
周
辺
は
徒
歩
や
自
転
車
で
何

度
も
通
っ
た
は
ず
で
す
が
、
ど

う
し
て
気
付
か
な
か
っ
た
の
か

不
思
議
で
す
。
今
度
、
近
く
を

訪
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
寄
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
余
談
で

す
が
、「
大
久
保
長
安
陣
屋
跡
」

周
辺
に
は
、
ほ
か
に
も
武
田
信

玄
の
娘（
松ま

つ

姫ひ
め

）
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ
「
信し
ん

松し
ょ
う

院い
ん

」
が
あ
り
ま
す
。〈
W
〉

桑　

畑　

千
代
子

散
歩
路
の
植
田
の
み
ど
り
日
い
ち
に
ち
色
濃
く
な
り
て
活
気
み
な
ぎ
る

眼
の
治
療
中
台
湾
か
ら
の
子
の
電
話
会
ひ
た
し
と
言
ふ
驚
き
て
受
く

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
田
植
え
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
田
の
続
く
道
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。日
ご

と
に
、
緑
の
色
を
増
す
驚
く
ば
か
り
の
そ
の
活
力
を
も
ら
い
、
私
も
頑

張
れ
る
の
で
す
。

長
く
会
わ
な
か
っ
た
台
湾
に
い
る
子
か
ら
の
電
話
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。そ
の
後
、
10
年
ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

186

【
仲
町
】

【
上
新
】

大
福
食
堂
の
お
か
み
と
し
て
、店
を
切
り
盛
り
し

て
約
65
年
に
な
り
ま
す
。早
寝
早
起
き
と
毎
朝
の
体

操
が
元
気
の
秘
け
つ
で
す
。

庭
に
季
節
の
花
を
植
え
る
こ
と
や
、
手
芸
な
ど

を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
ビ
ー
ル
・

焼
酎
が
大
好
き
で
、
毎
晩
た
し
な
ん
で
い
ま
す

（
笑
）。

大お
お

　し
げ重 

ハ
ツ
エ
さ
ん
（
97
歳
）

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
64
西
植
木
在
住 

佐さ
藤とう
功いさお
さ
ん（
73
）・
小さ
夜よ
子こ
さ
ん（
69
）

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
健
康
増
進

﹁
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
︑
健
康
管
理
を
兼

ね
た
生
活
の
一
部
で
す
﹂︒佐
藤

功
さ
ん
・
小
夜
子
さ
ん
夫
妻
は
そ
う
語
る
︒

最
初
に
始
め
た
の
は
小
夜
子
さ
ん
︒平
成

18
年
の﹁
上
米
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
﹂

開
業
を
機
に
友
人
と
同
所
を
訪
れ
た
︒足

を
悪
く
し
て
い
た
小
夜
子
さ
ん
だ
が
︑
芝

生
の
上
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
︑
痛
み
が

気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
︒し
か
も
︑次
第
に
体
力
も
付
い
て
く

る
︒﹁
こ
の
競
技
は
本
当
に
い
い
よ
﹂︒持
病

を
持
ち
︑
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た

夫
に
も
勧
め
︑
３
年
前
か
ら
共
通
の
趣
味

と
し
て
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
︒一
昨
年

の
ペ
ア
大
会
で
は
︑
夫
婦
で
出
場
し
︑
見

事
優
勝
を
飾
っ
て
い
る
︒さ
ら
に
︑競
技
を

通
じ
て
友
人
も
増
え
た
と
の
こ
と
︒夫
妻

に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
︑
異
口
同
音

に
こ
う
答
え
て
く
れ
た
︒﹁
競
技
を
通
じ
︑

健
康
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
︒
あ

と
︑
ぜ
ひ
若
い
人
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
︒と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ
﹂

佐藤功さん（右）と小夜子さん（左）【上米公園パークゴルフ場にて】

手
間
要
ら
ず

福
山
酢
醸
造

有
限
会
社
の

『
菊き

く

花か

大だ
い

輪り
ん

』

を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
砂
糖
、

食
塩
や
コ
ン
ブ
な
ど
の
入
っ
た
合
わ
せ
酢
で

す
。こ
れ
を
使
え
ば
酢
飯
や
一
夜
漬
け
な
ど

が
簡
単
に
作
れ
て
し
ま
う
と
い
う
優
れ
も
の

で
す
。料
理
の
時
間
短
縮
に
も
な
り
、
暑
い

こ
の
時
期
に
重
宝
す
る
逸
品
で
す
。町
外
か

ら
の
再
購
入
者（
リ
ピ
ー
タ
ー
）
が
後
を
絶

た
な
い
、
当
店
で
も
大
人
気
の
商
品
で
す
。

【
菊
花
大
輪
】

瓶(

１
３
５
０
円)

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル(

１

３
８
０
円)

／
福
山
酢
醸
造
有
限
会
社
／

各
１
・
８
㍑
入
り
。価
格
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市

■
期
日
＝
８
月
24
日（
日
）

■
時
間
＝
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ

土
壌
改
良
に

エ
コ
も
み
じ

会
の『
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
』
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ

は「
Ｅ
Ｍ
菌
」

と
呼
ば
れ
る
微
生
物
資
材
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
ぼ
か
し
肥
料
で
す
。土
壌
改
良
や
生
ご

み
の
堆
肥
化
に
役
立
つ
ほ
か
、
植
物
が
元
気

に
育
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
】

２
６
０
円
／
エ
コ
も
み
じ
会
／
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

〒
８
８
９

―

１
９
０
１

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
大
字
樺
山

４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分 ※表示価格は全て税込みです。

http://ameblo.jp/yokamonya/

桑　

畑　

ト
ミ
子

黒く
ろ

　ひ

　じ

肥
地 

文ふ
み

　こ子
さ
ん
（
89
歳
）

第
22
回

暑さも本番じゃ。
適度な「涼」を

取ることを
忘れずにな！
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